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１． はじめに

今年、英語の各資格試験が大幅に改訂され

た。TOEICは1979年に第1回公開テストを実

施。06年に出題形式が大幅に改訂されており、

今回は10年ぶりの2度目の大改訂となる。英検

も16年度第1回の試験より2級問題にライティ

ングを導入し、４技能化をバランスよく図っ

た。今回の改訂は、生徒学生の英語力を向上

させるため４技能をバランスよく測ることが

できる効果的な資格試験・検定試験を作り出

すことが目的とされている。そして生徒学生

の英語学習の目的、英語力、継続的な英語学

習に適合した資格・検定試験として活用され

るために試験の一貫性を確保し、生徒学生が

主体的に学習する態度・姿勢を身に付けると

いう観点から、また英語学習への動機付けに

つながる手段として活用されるという見地か

ら改訂がなされた。本稿では、日本で主要な

英語の資格試験であるTOEICと英検の改訂

の背景と改訂された試験にどのように取り組

めばよいのかの対策を考察したい。

２．「空間と距離を埋める」前置詞の on と in

「英語の前置詞は基本的に『空間と距離』を埋

めるために命が与えられている。つまり『どのよ

うにして目的に至らしめるか・至るのか』を述べ

るために命が与えられているi。では、on と in に

はこの理論がどのように応用されているのだろ

うか。「乗り物に乗る」を表すget on と get in 

の使い分けに着目しながら前置詞に内在する微

妙な意味の違いを検証していきたい。

on は「表面」や「線」など内部を問題にしな

い２次元的な感覚iiを表す。自転車やバイク、馬

などのようにまたいで乗るものはまさしく「上に

乗っかる」という感じが伝わってくるので迷うこ

となく‘get on a bike (motorcycle, horse)’ と

言えるであろう。では、なぜ ‘get on the car / the 
taxi’ よりも‘get in the car / the taxi’ の方

が好ましいのであろうか。on が何かの「表面」

や何かに「接触」しているイメージを持っている

２．英語検定改訂の背景

今回の英検2級、準2級の改訂には文部科学省が

2020年に向けての学習指導要領の改訂、また大学

入試試験改革を打ち出したことが背景にある。

2015年3月17日、文部科学省の諮問機関である

「英語力評価及び入学者選抜における英語の資

格・検定試験の活用促進に関する連絡協議会」（以

下、「連絡協議会」）から、「英語の資格・検定

試験の活用促進に関する行動指針（案）」が発表

された。そこには大学や高等学校をはじめとする

各学校は、入学者選抜や生徒の英語力評価に４技

能をバランスよく測定できる資格・検定試験の効

果的利用を促進する旨が明記されている。文科省

は資格・検定試験の有効性を踏まえた活用を促進

しており、各中学校、中等教育学校、高等学校、

高等専門学校、短期大学、大学は資格・検定試験

活用の有効性を踏まえつつ、生徒学生の英語力を

向上させるため、４技能をバランスよく測ること

ができる効果的な資格・検定試験を活用すること

を要望している。

こうした背景を踏まえ、2016年度の第１回英語

技能検定（2016年6月実施）において、まずは「２
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級にライティングを導入し４技能化を図ること

とされた。技能としての英語のみならず、日頃の

生活や学習を通じて身に付けた知識の活用をし

ながら、受験者は与えられたトピックに対し、意

見とその裏づけとなる理由を適切な語彙と文法

を使用しながら英文で論述する能力が試される

ことになった。

３．英検２級の問題形式の変更点

ライティングの導入に伴い、語句整序問題を削

除した。リーディングの長文の空所補充問題にお

いて、これまでは空所の１語を選択肢から選ぶ形

式だったが、１級、準１級のように空所に当ては

まるものを複数の語句からなる選択肢から選ぶ

形式となった。これにより文脈を読み取る能力を

より精度高く評価するものとなった。解答時間も

75分から10分延長し85分となった。

２級の４技能化の変更は準２級にも波及をも

たらした。準２級も２級と同様、長文の空所補充

問題において、これまでは空所の１語を選択肢か

ら選ぶ形式だったが、空所に当てはまるものを複

数の語句からなる選択肢から選ぶ形式になった。

また正答率が割合高かった会話の空所補充の問

題数を現状の８問から５問に削減し、全体の問題

数のバランスや試験時間との調整が行われた。

２級の変更点

2015年度まで 2016年度以降

大問 短文の空所補充

問題

大問 短文の空所補充

問題

大問 語句整序問題

の削除

大問 長文の空所補充

問題

大問 長文の空所補充

問題

大問 長文の内容一致

選択問題

大問 長文の内容一致

選択問題

大問 英作文の導入

３－１．実際の英作文問題

この項では実際の英作文問題がどのように出

題されているか見てみたい。

実際問題

●以下のTOPICについて、あなたの意見とその理

由を書きなさい。

●POINTS は理由を書く際の参考となる観点を

示したものです。ただし、これら以外の観点か

ら理由を書いても構いません。

●語数の目安は80～100語です。

TOPIC
Today, some companies allow their employees 
to wear casual clothes like jeans and T-shirts. 
Do you think the number of such companies 
will increase in the future?

POINTS
● Business culture
● Comfort
● Fashion

トピックは、「今日では社員にジーンズやＴシ

ャツのようなカジュアルな服装を認める会社が

ありますが、これからそのような会社が増えると

思いますか。」

ポイントは、企業風土、快適性、ファッション。

このように日本語でも答えるのが難しい問題

が出題される。このような質問に対して自分の意

見をまとめて書く機会は皆無に等しい。この英作

文は、課題で求められている内容が含まれている

か、英文の構成や流れが分かりやすく論理的であ

るか、課題に相応しい語彙を正しく使えているか、

文構造のバリエーションやそれらを正しく使え

ているかの４つの観点から評価される。

３－２．英検２級英作文の攻略法

この英作文の取り組み方としては、内容の論理

的な整合性や主張の正しさにこだわりすぎたり、

難しい単語や凝った表現を用いることなく、まず

は簡単な英文でいいので正しい英文で伝わるよ

うに正しい構成で書くことが基本攻略となる。基

本的な単熟語や構文をしっかり身に付けるには

リーディングの教科書に掲載されている練習問

題を利用活用することを勧める。あとは、英検の

英作文のパターンに慣れておくこともたいせつ

である。最初に自分が賛成(agree)なのか反対

(disagree)なのかを明確に主張する。自分の主張



について考え、それを証左する。具体例をあげて、

最後に別の表現を使い再主張を繰り返す。

主張には・・・ I think that ~
理由には・・・ First of all, Firstly, Secondly ~
具体例には・・・ For example, For instance ~
再主張には・・・ Therefore, Because of all these
                reasons, I think ~

上記のような答えの形式に則り易しくても正し

い英語でつじつまの合う英文を書くよう心構え

をすれば英作文もそれほど大きな脅威とはなら

ないであろう。問題の内容が難しいからといって

難しい言葉で意見を書く必要はない。簡単な表現

でいいので極力自信のある単語、自信のある言い

回しを書くことが大切である。そのためには、リ

ーディングの教科書にレッスンごとに練習問題

として英作文の課題が掲載されているのでそれ

らを完璧に解けるよう学習することも有効であ

る。

３－３．英検準２級の攻略法

会話文の空所補充問題は比較的点数の取れる

分野だったが改訂前は８問あったものが５問に

減らされた。これは学生にとって大変不利である。

長文の空所補充問題においてこれまでは空所の

１語を選択肢から選ぶ形式だったが、空所に当て

はまるものを複数の語句からなる選択肢から選

ぶ形式に変わり英文の読解力が更に要求される

ようになった。その都度のテストにもよるが

E-mail文の内容も少し難易度が高くなっている

ようである。長文問題の中でもE-mail文は取り組

みやすい問題だったが話題によっては何につい

て書いているのかストーリーを理解できない学

生もいるだろう。今までは１つの語を選択肢から

選べばよかった長文問題も複数の語句からなる

選択肢から選ばなければならなくなり、改訂前は

空所の前後を見て答えを出せるケースが多かっ

たが改訂後はストーリー全体を把握しなければ

ならなくなった。当然、その分時間がかかってし

まい準２級問題全体の最後までたどり着くこと

ができなくなり最後の問題は塗り絵し式に答え

てしまうケースも出てくる可能性がある。

英検準２級を制するには、２級にも言えること

だがリーディングの教科書をフル活用すること

である。文部科学省が高校卒業時には英検２級或

いは準２級を取得することを目指しているので

あるから教科書もそれに相当する内容であるは

ずである。英検に出題されている単熟語や文法は

教科書をしっかり学習していれば十分対応でき

るものである。英検の長文問題も教科書で使用さ

れているリーディング文を訳すことができれば

それほど苦労なく問題文を読むことができる。普

段から英語のリーディングの教科書をよく読み、

重要な単熟語や文法の問題に取り組むことが英

検合格への道につながる。

４．TOEIC の変更点

TOEIC の問題は大幅に改訂された。

４－１．TOEIC のリスニングの変更点

Part 1 写真問題 (Photographs)
               10問 → 6問

Part 2 応答問題 (Question-Response)
                       30問 → 25問

Part 3 会話問題 (Conversations)
30問 → 39問

Part 4 説明文問題 (Talk: Single speaker)
                       30問 → 25問

従来の形式では比較的得点しやすかったパー

ト１の写真描写問題やパート２の応答問題が大

幅に削減され、パート３の会話問題が増やされて

いる。会話も２人だけでなく３人の会話が含まれ

るようになった。しかも、会話を聞きながら図や

表を見て情報を関連づけて答えを導き出す問題

が出題されるようになった。更に、行間を読み取

って相手が言わずして暗示していること、意図し

ていることを会話の流れの中から読み取ること

も必要とされるようになった。パート２の応答問

題では、省略形、例えばgoing to が gonna にな

ったり、文の一部だけの応答だったとりと自然な

会話表現を取り入れている。３人の会話等、より

複雑化したやり取りを聞き取るリスニングスキ

ルが問われるようになった。

パート３と４の図表の問題はそれほど難しく

ない。設問と選択肢の先読みが大事であるが、先

読みする段階で図表の情報にもきちんと目を通

せるかどうかによる。それができないと問題を解

くリズムが崩れてしまう。図表は個人的に差があ

っても視覚的要素があったほうが単調さが薄れ



るので飽きずに解答できる。

４－２．リーディングの変更点

Part 5 短文穴埋め問題

(Incomplete Sentences) 40問 → 30問

Part 6 長文穴埋め問題

    (Text Completion) 12問 → 16問

Part 7 長文読解問題

    (Single Passages, Double Passages)
                          48問 → 54問

リーディングセクションでは読む量が格段に

増えた。受験テクニックでどうなるものでもなく、

きちんと読まなければ解答できない問題になっ

た。リーディングセクションの長文の量が増えた

ので、時間も足りなくなる可能性が高くなった。

内容も、実際のビジネスの場面でもおかしくない

状況設定での問題が増えた。

パート５は短文穴埋め問題である。短い文章内

に設けられた空白に最も適した語句を選択肢か

ら選んで入れる問題である。語彙力或いは文法力

が問われるセクションで割合正答が得られやす

い問題であったが従来の40問から30問へと大幅

に削減された。

パート６の問題形式は、語彙型、文法型、文章

挿入型と大きく３つのパターンに分類されるよ

うになった。これまでは語彙型と文法型のみの形

式だったのが、文書内の空欄に最も適切な１文を

選ぶ形式が新たに追加された。これにより空欄の

前後から解答を導き出す方法は通用せず文書全

体を把握しなければいけなくなり難易度が高ま

った。

パート７は、これまで１つか２つの文書を使っ

た読解問題だったのが、そこに３つの文書を見て

答える問題が加えられた。２つでも大変だったが、

より多くの分散した情報を合わせて理解する必

要がでてきている。また、設問に掲載された１文

が、文章のどこに入れるのかを問う問題も出題さ

れ「全体への理解」がますます必要となる問題と

なった。単語はそれほど難しくなく、英語の難易

度ではなく、読むボリュームが問題となる。あれ

ほどの量だと、すべて読んでから設問を解答して

いく解き方はかなり難しい。読んだことをすべて

覚えていられないので、設問を読んでから結局ま

た長文の該当箇所を探して読み返すことになっ

てしまう。更に、パート７ではチャットやテキス

トメッセージを用いた問題が登場し、より簡潔な

受け答えの表現やパターンを理解することも要

求されるようになった。

４－３．新TOEICの攻略法

これまで見てきたことを総括すると新TOEIC
の改訂ポイントは、より日常に近い表現が増えた

こと、現代コミュニケーションツールを使用した

やり取りが増えたこと、文全体を理解する能力が

問われるようになったこと、分散された情報をま

とめて処理する能力が問われるようになったこ

とである。

これらのポイントに対処する方法としては、

TOEICテストに出される英文法問題の出題パタ

ーンを押さえておくこと、頻出単語を覚えること、

英文を速く読んで解くトレーニングをしておく

こと、そして試験形式に慣れることが挙げられる。

英文を読むにあたって英単語と英文法の基礎知

識は言うまでもなく絶対的に必要なものである。

試験形式に慣れるためには、本番と同様に時間を

測定し、リスニング、リーディングを解いてみる

ことである。それにより限られた時間のなかで、

自分がどのように考え、どのように各パートを解

いていくのかを把握できる。始めは、リーディン

グセクションで時間が足りなくなるであろう。重

要なのはどうすれば制限時間内に解ききること

ができるかを考えることである。テストの性質を

知った上で、自分がどのくらい正解すればよいの

かの目標スコアへの到達イメージをつくる。

TOEICが新形式になって英文を読む量が増え

た。パート７の設問が48問から54問へ数が増えた

に加えて、文を挿入する問題、空所に入れる文を

選択する問題では、文脈を踏まえた上で解く必要

があり、本文をしっかり読みこなさなければなら

ない。限られた時間内に英文を読みきって正解を

導き出す必要がでてくる。つまり、英文を速く読

んで解くトレーニングを行わないと、本番で時間

が足りなくなるリスクが高くなる。これに対応す

るには、毎日少しでも読むトレーニングをするこ

とが大切である。少しずつ読む量を増やしていき、

英文の内容をしっかり理解することを心がける

ようにする。読むスピードに関しては毎日トレー

ニングを続けることで自然と上がっていくので

あまりスピードを意識しなくてよい。英文読解力

が身に付かないままスピードを上げてしまうと

読み落としなどをして正しく読みきれなくなっ



てしまうからだ。

リスニングでは３人の人物による会話、図を絡

めた問題、発言の意図を問う問題が追加されるな

どしてバリエーションが多様化している。できる

だけ早めに新形式に慣れて、解ききれるためのト

レーニングをすることが大切である。リーディン

グ対策としてはパート７を読みきるトレーニン

グをすることを中心とし、どうすれば制限時間内

に解ききることができるのかを考えることがポ

イントになる。新形式では問題の性質上、「文脈

の理解」がカギになる。このことは、問題作成元

であるＥＴＳ(Educational Testing Service)の問

題作成責任者が“Context base”「（文脈をベー

スに）」と言っていることからも明らかである。

自分が解いてみて、復習して、どうやれば時間内

に、解ききれるかを考えてトレーニングをするの

がTOEIC対策のカギとなるであろう。

５．終わりに

本稿では、日本で主要な資格試験である英語検

定とTOEICがどのように改訂されたかに焦点を

当て、改訂に伴いそれらの内容にどのように変更

がなされたのか探査した。そのうえでそれらの変

更点にどのように対処していけばよいのかを検

証した。英検２級では英作文が導入され「読む」

「書く」「聞く」「話す」の４技能化が図られた。

準２級では長文空所補充問題で１語からなる選

択肢から複数の語句からなる選択肢へ変更され、

より読解力が要求される問題へと変更された。

TOEIC 問題では、正答率が比較的高い写実描

写問題が削減され、会話問題が増やされた。会話

も２人だけでなく３人の会話が含まれるように

なった。しかも、会話を聞きながら図や表を見て

情報を関連づけて答えを導き出す問題が出題さ

れるようになった。更に、行間を読み取って相手

が言わずして暗示していること、意図しているこ

とを会話の流れの中から読み取ることも必要と

されるようになった。リーディングセクションで

は読む量が格段に増えた。受験テクニックでどう

なるものでもなく、きちんと読まなければ解答で

きない問題になり、内容も、実際のビジネスの場

面でもおかしくない状況設定での問題が増えた。

いずれの資格試験で言えることは、試験そのも

のがより実用的になったということである。より

日常に近い表現が増え、現代のコミュニケーショ

ンツールを使用したやり取りが増え文全体を理

解する能力が問われるようになった。これらの変

更点に対する対応策としては、テクニックが通用

しなくなっているので普段から多読して長文に

慣れることが重要である。つまり、普段から「た

くさん聞いて、たくさん読む」ことが一番の対応

策になると考察される。
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